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 第１図は，熊本県南部から鹿児島国分市に至る路線における水準測量の結果である。阿久根から

川内にかけての場所で，３月 26 日に発生したM6.3 と５月13日に発生したM6.2 の２つの地震の震

源域の地殻を通過するが，この図からだけでは目立った変化は見られない。ただし，第10図で示す

ように，震源断層のモデルによって水準路線に沿った上下変動を計算すると高々１cm程度の隆起で

あるため，この観測結果から変動を検出するのは難しいと考えられる。鹿児島湾周辺では前回は熊

本側より沈降していたが，今回の観測ではやや隆起の傾向にある。 

 第２図は宮崎市から国分市に至る路線における水準測量の結果である。この路線は観測がほぼ 30

年ぶりであったこともあり，標石の亡失が多く，不明な部分もあるが，鹿児島県側が沈下している

のは長期的な傾向と思われる。 

 第３図は唐津から佐世保を経由して諫早まで至る路線と仮屋験潮場まで取り付ける路線における

水準測量の結果である。唐津から佐世保までの佐賀県内および北松浦半島周辺では前回観測と比較

してほとんど変化がない。しかし佐世保から諫早にかけての大村湾沿岸ではやや沈降の傾向がみえ

る。この地域は前々回は沈降，前回は隆起の傾向となっている。 

 第４図は諫早から鹿島に至る水準路線の上下変動である。この路線では北に向かって沈降する傾

向が続いている。 

 第５図は行橋から大分を経て延岡に至るまでの路線における水準測量結果である。行橋から別府

に至るまでの間で隆起し，それ以南ではあまり大きな変化はない。 

 第６図は久留米から熊本県の芦北に至るまでの路線における水準測量結果である。全体的に見る

と北側が相対的に沈降，南側が隆起の傾向にある。これは前回の観測時に見られた傾向と逆センス

であるが，変動の絶対値があまり大きくないので，現実の変動であるかどうかは明瞭でない。 

 第７図は筑紫野から久留米を経て柳川に至る路線の水準測量結果である。柳川周辺での沈降の傾

向は前回，前々から続いている。 

 第８図は，沖縄本島南部の路線における水準測量結果である。特筆すべき変化は見られない。 

 第９図は，細島・大分・油津の各験潮場における月平均潮位差を示している。長期的に見て油津

に対して大分・細島が隆起している。この１年間では特筆すべき変化は見られない。 

 第10図は鹿児島県北部の地震活動に伴う地殻変動を断層モデルによってシミュレーションした結

果である。(1)では，ＧＰＳで観測された水平変動とモデルで算出された変動を３月 26 日と５月 13

日の両方の地震について比較したものである。いずれも観測結果と計算値はよい一致を見せている。

(2)では，日本の地球資源衛星である「ふよう１号」(JERS－1)による干渉ＳＡＲ（合成開口レーダー）

で検出されたが地殻変動と地震断層モデルから計算された変動のシミュレーション図を比較したも

のである。両者は非常によく一致している。(3)は３月と５月の地震を両方合わせた変動量を断層モ
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デルから計算した値と比較したものである。水準測量の結果から見た上下変動は，絶対値こそ一致

しないものの，変動のパターンとしては調和的であることが分かる。(4)は３月 26 日の地震（Ｍ6.3)

に伴う変動からインバージョンで推定した地震断層モデルと，地震データから推定した震源断層パ

ラメータを比較したものである。すべり方向の違いがやや見られるが，走向，傾斜，深さ，モーメ

ントマグニチュードと非常によく一致している。 
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第１図 芦北～阿久根～鹿児島～国分間の上下変動（１） 

Fig.1 Vertical movements along the route from Ashikita to Kokubu via Akune and Kagoshima.(1) 
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第１図 つづき（２） 

Fig.1 （Continued）(2) 
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第２図 宮崎～国分間の上下変動 

Fig.2 Vertical movements along the route from Miyazaki to Kokubu. 
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第３図 唐津～佐世保～諌早間の上下変動（１） 

Fig.3 Vertical movements along the route from Karatsu to Isahaya via Sasebo.(1) 
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第３図 つづき（２） 

Fig.3 （Continued）(2) 
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第４図 諌早～有明間の上下変動 

Fig.4 Vertical movements along the route from Isahaya to Ariake. 
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第５図 行橋～大分～延岡間の上下変動（１） 

Fig.5 Vertical movements along the route from Yukuhashi to Nobeoka via Oita.(1) 
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第５図 つづき（２） 

Fig.5 （Continued）(2) 
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第６図 久留米～芦北間の上下変動（１） 

Fig.6 Vertical movements along the route from Kurume to Ashikita.(1) 
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第６図 つづき（２） 

Fig.6 （Continued）(2) 
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第７図 筑紫野～柳川間の上下変動 

Fig.7 Vertical movements along the route from Chikushino to Yanagawa. 
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第８図 沖縄南部地方の上下変動 

Fig.8 Vertical movements along the route in southern Okinawa region. 
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第９図 細島・大分・油津験潮場間の月平均潮位差 

Fig.9 Differences in monthly mean sea levels between Hosozjima, Oita and Aburatsu tidal stations. 
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第 10図 1997年 3月 26日および 5月 13日の鹿児島県北部の地震に伴う地殻変動とその断層モデル(1) 

Fig.10 Crustal movement associated with the earthquakes on March 26 and May 13, 1997 and its fault 

model.(1) 
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第 10 図 つづき（２） 
Fig.10 （continued）(2) 
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第 10 図 つづき（３） 

Fig.10 （continued）(3) 
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第 10 図 つづき（４） 

Fig.10 （continued）(4) 
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